
平成26年平成26年

広報

が　たろ　うは　ち が　たろ　うは　ち

広報 No.645No.645
月月３３

▲

ホームページ  http://www.town.hachirogata.akita.jp

モントリオールオリンピック出場

茂
もて

 木
ぎ

　 優
まさる

 氏のお話を聞きました

スポーツ講演会



2

平成２６年３月号 広報

にぎわい ふれあい 元 気

プロジェクト策定！

駅前
秋田県市町村未来づくり協働プログラム

読書活動を推進して教養の向上を図ります1
・地域住民の教養を豊かにするために、新図書館を整備します。

・一般図書のほか、児童図書、若者向けの図書、雑誌・新聞等の充実を図ります。

・県立図書館や学校と連携し、図書館司書やボランティアを育成します。

・読み聞かせ会などによる、地域との協働による図書館づくりをします。

子育て支援環境を充実します2
・室内遊具や授乳室、保育ベッドなど、子ども連れで利用しやすい環境を整備します。

・親子の食育料理教室、工作、子育て相談、仲間づくりの支援をします。

・昔遊びなど、子ども・親世代・高齢者による世代間交流を図ります。

・子育てサポーター（ボランティア）の育成をします。

交流広場を活用してにぎわいを創出します3

駅前に情報交流拠点施設建設！
　１月２０日、秋田県未来づくり本部において、本町の「駅前にぎわい・ふれあい・元気プロジェクト」

が策定されました。

　このプロジェクトは、子どもから高齢者まですべての地域住民が利用しやすいように、公共交通機

関の集中している八郎潟駅前に、図書館・子育て支援・交流機能をもつ情報交流拠点施設を整備し、

次の３つのプロジェクトを実施して、地域住民のふれあいと交流、にぎわいの創出を図り、元気あふ

れるまちづくりを推進するものです。

・屋内外のさまざまなイベントに対応できるよう、備品や環境を整備します。

・若者イベントや願人踊等の体験企画、浦城の歴史研究発表会等を開催します。

・出会いイベントなど南秋地域間が連携したイベントを開催します。

・商店街や農家等と連携した地場物産品の販売や軽トラ市を開催します。

・周辺地域を含む観光・物産情報や各種団体の活動情報などを発信します。

平成27年５月オープン予定
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広報 平成２６年３月号

　この施設は、床面積約２，０００㎡で県産材を利用した木造建築（一部２階建て）としており、図書館・

子育て・交流の３つのゾーンで構成されます。施設駐車場は約１２０台、駅利用者駐車場は３５台規模です。

◆問い合わせ先　役場総務課　☎８７５－５８０１

※現在調整中につき、配置が変更になることがあります。

項　　　目 金　　額 うち、補助金等

施設概算工事費 ６３１，５００ ５９９，５００

実施設計・用地取得・町車庫解体費 ２０６，２００

施設備品・ソフト事業費 １０５，０００

計 ９４２，７００ ５９９，５００

（単位：千円）

八郎潟町未来づくりプロジェクト経費（Ｈ２５～Ｈ２８）

　プロジェクトで策定された経費は、平成２５年度から平成２８年度までの４年間に見込まれる

もので、施設工事費や用地取得費などのほか、各事業の費用についても計上されております。

（※数字は分かりやすくするため端数処理しています。）

　新施設では、居心地のよいにぎわいの場をつくるため、お飲み物や軽食を提供

できるテナントスペースがあります。運営を考えてみたい事業主や団体の方は役

場総務課までお問い合わせください。

カフェコーナー事業主募集！！

施設平面計画図
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広報平成２６年３月号

　

２
月
１
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
平
成
２６
年
合
同
厄
祓
・
還
暦

祝
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
数
え
年
３３
歳

の
女
性
２７
名
、
数
え
年
４２
歳
の
男
性

３５
名
、
数
え
年
６１
歳
の
男
女
７７
名
、

総
勢
１
３
９
名
の
み
な
さ
ん
が
参
列

し
ま
し
た
。

　

神
事
が
執
り
行
わ
れ
た
後
、
畠
山

町
長
、
三
戸
議
会
議
長
か
ら
祝
辞
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
合
同
厄
祓
・
還

暦
祝
実
行
委
員
長
の
伊
藤
一
さ
ん
は

「
社
会
に
目
を
向
け
る
と
、
人
的
被

害
を
伴
う
大
き
な
災
害
が
各
地
で
発

生
し
て
お
り
、
平
穏
な
日
々
を
過
ご

す
こ
と
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

本
日
を
契
機
に
今
ま
で
以
上
に
家

族
、
友
人
を
大
事
に
し
、
健
康
に
留

意
し
、
地
域
社
会
の
発
展
の
た
め
に

最
善
を
尽
く
す
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
。」
と
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
み
な
さ
ま
の
益
々
の
ご
活
躍
を

祈
念
い
た
し
ま
す
。

▲３３歳のみなさん

▲４２歳のみなさん

神事の模様▶

合
同
厄
祓･

還
暦
祝

平
成
26
年

▲還暦のみなさん
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広報 平成２６年３月号

八
郎
潟
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
授
与
式

ス
ポ
ー
ツ
講
演
会

  

２
月
８
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
八
郎
潟
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
授
与

式
・
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
栄
光
賞
（
全
国
・
東
北
大

会
で
３
位
以
内
）
２
団
体
と
１７
名
、

奨
励
賞
（
全
県
大
会
で
３
位
以
内
）

５
団
体
と
５０
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
の
茂も

て

木ぎ　

優
ま
さ
る

氏
を

講
師
に
迎
え
、「
人
生
を
変
え
る
大

き
な
出
会
い
」
と
題
し
て
ご
自
身
の

小
学
校
時
代
か
ら
今
日
ま
で
の
歩
み

に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

茂
木
氏
は
「
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
、

少
し
で
も
歩
み
を
進
め
て
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
場
で
き
る
よ
う
に
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
の
言
葉

で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

 

栄
光
賞
全
国
・
東
北
大
会

で
３
位
以
内

団　

体

八
郎
潟
ラ
グ
ビ
ー
ク
ラ
ブ

八
郎
潟
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

個　

人

松
田　

健
悟　

レ
ス
リ
ン
グ

土
橋　

奏
珠　

レ
ス
リ
ン
グ

工
藤　

杏
佳　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

櫻
庭
あ
さ
ひ　

柔　

道

志
田　

千
陽　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

佐
々
木
延
彦　

レ
ス
リ
ン
グ

土
橋　

雄
太　

レ
ス
リ
ン
グ

高
橋　

夏
香　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

菊
地　

澄
佳　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

小
柳
妃
奈
乃　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

北
嶋　

杏
梨　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

伊
藤　

柊
里　

サ
ッ
カ
ー

伊
藤　

愛
華　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

須
田　

彩
香　

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・

バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ

森
川
す
み
れ　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

鎌
田　

璃
珠　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

中
津
川
ひ
か
り　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

 

奨
励
賞
全
県
大
会
で
３
位

以
内

団　

体

八
郎
潟
ラ
グ
ビ
ー
ク
ラ
ブ

八
郎
潟
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

八
郎
潟
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

八
郎
潟
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

八
郎
潟
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

個　

人

吉
田　

義
則　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

甲
谷　

弥
生　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

伊
藤　

弘
子　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

丸
岡　

絵
美　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

桜
田　

涼
祐　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

渡
部　

達
貴　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

小
玉　

美
咲　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

伊
藤
加
奈
枝　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

北
嶋　

優
奈　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

齊
藤　

拓
弥　

柔　

道

齊
藤
志
帆
子　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

齊
藤　

瑞
穂　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

遠
藤　

寛
果　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

鎌
田　

修
悦　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

工
藤　

陽
平　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

工
藤　

愛
美　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

伊
藤　

結
衣　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

加
瀬　

遥
佳　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

小
柳
み
な
み　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

石
井　

智
子　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

武
田　
　

望　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

安
田　

有
希　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

櫻
田　

尚
幸　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

嶋
崎　

大
輝　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

齊
藤　

晃
太　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

北
嶋　

玲
奈　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

森
川　

哲
平　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

齊
藤　

香
帆　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

鎌
田　

瑠
夏　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

櫻
庭
優
有
子　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

竹
田　

菜
　々

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

近
藤　

雄
斗　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

嶋
崎　

美
鈴　

水　

泳

土
橋　

励
珠　

レ
ス
リ
ン
グ

三
浦　

悠
暉　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

久
米
ヨ
シ
ノ　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

石
井
三
紀
子　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

石
川　

綾
香　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

丸
岡　

夢
亜　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

児
玉　

陽
香　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

小
林　

温
史　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

近
藤　

七
海　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

石
川　

香
凜　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

宮
崎　

凜
愛　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

京
野　

佑
南　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

小
玉　

愛
心　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

石
井　

叶
太　

レ
ス
リ
ン
グ

圓
城　

晴
希　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

森
川　

小
春　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

伊
藤　

廣
汰　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

被
表
彰
者

▶
児
童
の
質
問
に
耳
を
傾
け
る

　

茂
木
さ
ん

平成25年度

《
敬
称
略
》
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平成２６年３月号 広報

　

２
月
１９
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
か
け
足
運
動
・
読
書
感
想
文
コ

ン
ク
ー
ル
合
同
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い

て
第
１
席
に
輝
い
た
作
品
を
今
月
号
か
ら

４
回
に
わ
た
り
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

か
け
足
運
動
・

 　
　

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　

 
合
同
表
彰
式

●

小
学
生  

低
学
年
の
部

第
１
席　

２
年　

江
畠　
　

央　

ア
ナ
グ
マ
と
お
ば
あ
さ
ん

第
２
席　

２
年　

菅
原　

都
子　

右
手
の
ゆ
び
が
な
い
さ
っ
ち
ゃ
ん

第
３
席　

２
年　

小
林　

歩
夢　

自
転
車
が
空
を
と
ぶ
？！

佳　

作　

２
年　

石
井　

優
花　

明
る
さ
を
と
り
も
ど
し
た
女
の
子

佳　

作　

２
年　

鎌
田　

翔
琉　

ト
リ
の
は
い
た
つ

●

小
学
生  

中
学
年
の
部

第
１
席　

３
年　

村
田　

珠
和　

武
器
よ
り
一
冊
の
本
を
く
だ
さ
い

第
２
席　

３
年　

児
玉　

昊
輝　

さ
だ
子
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と

第
３
席　

４
年　

菅
原　

華
子　

大
切
な
人

佳　

作　

４
年　

天
野　

祐
晴　

ぼ
く
ら
か
い
賊
戦
争
を
読
ん
で

佳　

作　

４
年　

伊
藤　

慶
哉　

平
和
な
時
代
で
生
き
る

●

小
学
生  

高
学
年
の
部

第
１
席　

５
年　

石
井
明
香
里　

本
当
の
努
力

第
２
席　

５
年　

小
柳　

昂
世　

や
さ
し
い
気
持
ち

第
３
席　

６
年　

児
玉　

陽
香　

生
き
て
い
れ
ば
こ
そ

佳　

作　

６
年　

石
井
三
紀
子　

あ
き
ら
め
な
い
心

佳　

作　

６
年　

天
野　

心
晴　

い
つ
で
も
前
を
向
い
て

●

中
学
生
の
部

第
１
席　

２
年　

吉
田　

吏
歩　

永
遠
の
０

第
２
席　

１
年　

佐
々
木
結
佳　

知
ら
な
か
っ
た
現
実

第
３
席　

１
年　

伊
藤　

稀
来　

「
あ
た
り
ま
え
」
で
生
き
て
い
る

佳　

作　

１
年　

渡
部　

陽
介　

キ
ン
グ
牧
師
か
ら
学
ん
だ
こ
と

佳　

作　

２
年　

小
野　

啓
郷　

論
語

第
３７
回 

八
郎
潟
町
読
書
感
想
文

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者

（
応
募
総
数
３
８
２
編
）《
敬
称
略
》

か
け
足
運
動

受
賞
者

《
敬
称
略
》

●

上
級  
３
０
０
日
以
上

小
柳　

昂
世
（
小
５
）

谷
川　

未
采
（
小
４
）

谷
川　

晃
大
（
中
１
）

三
戸　

留
吉
（
一
般
）

小
柳　

洋
樹
（
一
般
）

小
栁　

傳
治
（
一
般
）

小
野　

憲
一
（
一
般
）

渡
部　

和
男
（
一
般
）

●

中
級  

２
４
０
日
以
上

該
当
者
な
し

●

初
級  

１
８
０
日
以
上

該
当
者
な
し

▲かけ足運動に３００日以上参加されたみなさん

▲中学生の部で入選されたみなさん ▲小学生の部で入賞されたみなさん



全町ディスコン大会の結果
　２月１６日、八郎潟町民体育館で全町ディスコン大会が開催されました。

１０チームが参加し、熱戦を繰り広げました。

● 優勝　７区　　　● 準優勝　２８区　　　● ３位　２９区
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吉田　吏
り

歩
ほ

さん

八中２年生

永
遠
の
０ゼ
ロ

　

私
は
こ
の
本
を
読
む
前
ま
で
は
、

戦
争
は
怖
い
、
嫌
だ
、
そ
の
時
代
に

生
き
た
人
達
は
か
わ
い
そ
う
と
か
、

た
だ
漠
然
と
そ
う
い
う
こ
と
だ
け

思
っ
て
い
ま
し
た
。
授
業
で
習
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
も
あ
ま
り
深
く
は
考

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
テ
レ

ビ
で
永
遠
の
０
の
事
を
紹
介
し
て
い

て
気
に
入
り
読
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、

私
の
今
ま
で
の
戦
争
に
対
す
る
考
え

が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　

私
が
こ
の
本
を
読
ん
で
特
に
心
に

残
っ
た
文
を
紹
介
し
ま
す
。

　

最
初
に
「
宮
部
は
し
か
し
生
き
る

か
死
ぬ
か
の
戦
い
の
た
だ
中
に
あ
っ

て
も
家
族
の
こ
と
を
何
よ
り
考
え
る

男
だ
っ
た
。
武
士
が
戦
上
で
斬
り

合
っ
て
る
時
に
、
家
族
の
こ
と
を
考

え
る
か
。
今
ま
さ
に
国
家
の
一
大
事

と
い
う
と
き
に
妻
と
子
供
が
一
番
に

大
切
と
い
う
男
が
許
せ
な
か
っ
た
。」

と
い
う
の
を
読
ん
で
、
私
も
も
し
こ

の
人
の
立
場
だ
っ
た
ら
同
じ
こ
と
を

思
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。ま
し
て
、

命
を
国
に
預
け
て
い
た
、
た
と
え
自

分
が
死
ん
で
も
国
が
残
れ
ば
い
い
と

い
う
時
代
に
そ
ん
な
こ
と
を
い
う
や

つ
に
腹
を
立
た
ず
に
は
い
ら
れ
な
い

と
思
い
ま
す
。
だ
け
ど
、
今
の
こ
の

よ
う
な
時
代
に
い
る
私
か
ら
し
た
ら

宮
部
さ
ん
の
考
え
は
同
感
す
る
な
。

と
い
う
矛
盾
す
る
考
え
に
至
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

次
に
、「
特
攻
隊
に
は
十
七
、八
の

少
年
兵
も
い
た
。
き
れ
い
な
目
を
し

た
奴
ら
ば
か
り
だ
っ
た
。
喜
ん
で
死

に
ま
す
。
と
勇
ま
し
い
こ
と
を
言
っ

て
い
た
が
、
心
の
底
で
恐
怖
と
懸
命

に
戦
っ
て
い
る
の
が
分
か
っ
た
。
朝

に
は
大
抵
の
奴
ら
が
目
を
腫
ら
し
て

い
た
。
本
人
も
気
づ
か
ぬ
う
ち
に
布

団
の
中
で
泣
い
て
い
た
ん
だ
ろ
う

よ
。
し
か
し
そ
ん
な
弱
さ
を
誰
れ
に

も
見
せ
な
か
っ
た
。」
私
た
ち
と
そ

ん
な
に
年
も
変
わ
ら
な
い
く
ら
い
の

少
年
た
ち
が
そ
ん
な
に
も
若
く
命
を

落
と
す
こ
と
に
ま
ず
、
胸
が
痛
く
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
私
が
も
し
、
こ

の
少
年
た
ち
の
立
場
で
あ
っ
た
ら
、

う
そ
で
も
喜
ん
で
死
に
ま
す
。
と
言

え
た
か
と
考
え
る
と
、
今
の
私
に
は

そ
ん
な
度
胸
は
な
い
な
と
思
い
ま
し

た
。
だ
か
ら
、
こ
の
方
が
言
っ
た
よ

う
に
、
こ
の
少
年
の
恐
怖
と
い
っ
た

ら
、
計
り
し
れ
な
い
だ
ろ
う
な
。
と

思
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
俺
は
絶
対
に
特
攻
に

志
願
し
な
い
。
妻
に
生
き
て
帰
る
と

約
束
し
た
か
ら
だ
。」
こ
れ
は
、
宮

部
さ
ん
が
言
っ
た
言
葉
で
す
。
こ
の

時
こ
の
言
葉
を
き
い
た
当
時
の
人
は

ど
う
思
っ
た
の
か
と
考
え
る
と
や
は

り
多
く
の
人
を
敵
に
回
し
た
言
葉

だ
っ
た
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。で
も
、

私
は
こ
ん
な
こ
と
を
言
え
る
宮
部
さ

ん
が
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
な
ぜ

な
ら
、
す
ご
い
強
い
心
の
持
ち
主
だ

し
、
自
分
の
考
え
を
し
っ
か
り
と

持
っ
て
い
る
軸
の
し
っ
か
り
と
し
た

人
だ
か
ら
で
す
。
絶
対
に
私
だ
っ
た

ら
真
似
で
き
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

だ
が
、
そ
こ
ま
で
生
き
た
い
、
死

に
た
く
な
い
と
言
っ
て
い
た
の
に
な

ぜ
宮
部
は
死
ん
だ
の
か
。
特
攻
に
志

願
し
た
の
か
。
こ
の
謎
は
本
の
中
で

孫
た
ち
な
り
の
解
釈
が
さ
れ
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
若
い
訓
練
生
や
教

え
子
た
ち
が
特
攻
で
死
ん
で
い
き
、

自
分
だ
け
生
き
残
る
の
は
気
が
済
ま

な
い
か
ら
だ
と
。
私
は
こ
の
事
に
つ

い
て
は
深
く
考
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
、
私
は
言
葉
は
悪
い
が
、
せ
っ

か
く
こ
こ
ま
で
生
き
た
な
ら
、
生
き

残
っ
て
ほ
し
か
っ
た
。
生
き
て
死
ん

で
い
っ
た
人
た
ち
の
分
ま
で
幸
せ
に

な
っ
て
ほ
し
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。
た
だ
、そ
れ
が
出
来
な
か
っ
た
、

そ
ん
な
運
命
な
の
が
、
本
当
の
戦
争

の
怖
さ
で
あ
っ
た
の
か
な
と
思
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
や
は
り
私
は
戦
争
の
な

い
、平
和
な
時
代
に
生
ま
れ
た
の
で
、

こ
の
本
を
読
ん
で
も
ま
だ
、
戦
争
な

ん
て
ピ
ン
と
こ
な
い
し
、
正
直
実
感

が
わ
か
な
い
け
ど
、「
生
き
る
意
味
」

や
「
家
族
の
大
切
さ
」
は
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

　

だ
か
ら
私
も
こ
れ
か
ら
、
誰
の
た

め
に
生
き
る
の
か
、
を
し
っ
か
り
考

え
て
生
き
て
い
こ
う
と
思
わ
せ
て
く

れ
た
作
品
で
し
た
。

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

中
学
生
の
部　

第
１
席



まちの話題
　八郎潟小学校教諭の三浦 智さんが平成２５年度文部科学大臣

優秀教職員表彰を受賞されました。これは全国の国公私立学校

で優れた成果を上げた教職員を表彰するものです。三浦さんは

平成２３年度秋田県・沖縄県教員人事交流により沖縄県で１年

間教壇に立ち、沖縄県教員に秋田県の教育について紹介するな

どの活躍をされました。また、平成２４年度から教育専門監と

して、八郎潟小学校を本務校に五城目小学校と大潟小学校の３

校に勤務され、Ｔ・Ｔ（ティーム・ティーチング）による児童

の学力向上と教師の指導力向上に寄与されてきました。それら

の功績が認められこの度の受賞となりました。

三浦 智さん
文部科学大臣優秀教職員表彰

　２月１３日、八郎湖大潟橋の北側で、ワカサギ釣りをしていた人

が氷の割れにより湖に落ちたことを想定した救助訓練が行われまし

た。救助訓練は、水難者を浮輪につかまらせる方法やブルーシート

の上に乗せる方法など４種類の方法で行われました。また、今年１

月に青森県でワカサギ釣りをしていた男女がテント内で一酸化炭素

中毒死した事故を受けて、氷上テント内でガス中毒になったことを

想定した訓練も初めて行われました。

ワカサギ釣り人の救助訓練が行われました

　２月１４日、独身男女の出会いの場を創出する事業として「チョコっと

パーティー」が開催されました。参加した方々は、おいしい料理とお酒を

囲んでのおしゃべりや、男女のペアで協力するゲームなどを楽しみました。

バレンタインデーにちなんでカップルになった方々は女性から男性へチョ

コレートを贈り、会場は盛り上がりました。役場福祉課ではこのような出

会いのイベントを企画してくださる方やグループを募集していますので、

「自分で企画してみたい！」という方はお気軽にご相談ください。

チョコっとパーティーを開催しました

　八郎潟町が平成２５年飲酒運転等追放競争で１位を獲得し、

２月２６日、伝達式が行われました。飲酒運転件数は０件で、

昨年に引き続き２年連続の１位となります。

　これもひとえに町民のみなさまの飲酒運転根絶に対する思

いと、ご協力の賜物と感謝申し上げます。本年も気を引き締

め、交通事故を起こさないよう、また、飲酒運転をしないよ

うにしましょう。

飲酒運転等追放競争
本町が２年連続１位達成！
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三戸　珠
たま

希
き

 さん
八中２年生

大会までの練習で基本の
プレーや連携プレーを
しっかりと身につけたい
です。大会では県代表と
して今までお世話になっ
た方々への感謝の気持ち
を忘れずに、自分の力を
出しきって頑張ります。

近藤　雄
たけ

斗
と

 さん
八中１年生

大会に向けて、基本
を大切に練習し、今
自分が出来ることを
一生懸命頑張ります。
大会では県代表の皆
と力を合わせて一つ
でも多く勝ち進みた
いです。

八中生全国大会へ！

　八郎潟中学校２年の三戸珠希さんが、昨年１１月２３

日～２４日にあきたスカイドームで行われた選抜交流

会で秋田県選抜選手に選ばれ、ＪＯＣジュニアオリン

ピックカップ第１０回都道府県対抗全日本中学生女子

ソフトボール大会に出場することが決定しました。大

会は３月２８日～３０日に静岡県浜松市で開催されます。

応援よろしくお願いします。

ソフトボール三戸珠
たま

希
き

さん
全国大会出場！

　１月１８日、１月２５日～２６日の３日間、第１４回全日

本中学生バドミントン選手権大会の秋田県代表選手団

選抜選考会が開催されました。八郎潟中学校１年の近

藤雄斗さんが秋田県代表選手に選抜され、同大会への

出場が決定しました。大会は３月２２日～２４日に北海

道札幌市で開催されます。応援よろしくお願いします。

バドミントン近藤雄
たけ

斗
と

さん
全国大会出場！
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防火作文・火災予防標語コンクール
　２月２１日、湖東地区消防本部で第２４回防火作

文コンクール及び第２３回火災予防標語コンクー

ルの表彰式が開催されました。これは、火災予防

に対する意識の高揚及び啓発の推進を目的とし

て、湖東地区消防署管内の４校の小学５年生を対

象に毎年行われているものです。今年度は１５０以

上の応募があり、八郎潟小学校からは、作文部門

２名、標語部門２名が入賞されました。

◆第２４回防火作文コンクール

　優秀賞　「大切なもの」　加藤　夏
か

音
のん

さん

　佳　作　「救急車に助けられた日のこと」　渡邉　崇
たか

洋
ひろ

さん

◆第２３回火災予防標語コンクール

　最優秀作　心がけ　気持ち一つで　火事が減る　　　森川すみれさん

　優 良 作　消えるまで　ずっと見ていて　火事の元　工藤　望
の

愛
あ

さん

▲（左から）渡邉崇洋さん、森川すみれさん、加藤夏音
さん、工藤望愛さん



か
ら
の
お
知
ら
せ
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平
成
２６
年
度

八
郎
潟
町
奨
学
生
募
集

　

町
で
は
有
用
な
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
無
利
息
で
奨
学
金

を
貸
与
す
る
八
郎
潟
町
奨
学
基
金
貸

与
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。（
初
年
度

は
６
月
か
ら
の
貸
与
と
な
り
ま
す
）

●
応
募
資
格 

町
内
在
住
者
の
子
弟

で
、
平
成
２６
年
４
月
１
日
に
高
等

学
校
、
国
・
公
・
私
立
大
学
、
短

期
大
学
、
専
門
学
校
に
入
学
す
る

方
。
ま
た
在
学
の
方
。

●
貸
与
月
額

・
高
等
学
校…

月
額
１
６
，０
０
０
円

・
短
大
及
び
高
等
専
門
学
校
又
は
専
門
学
校

…
月
額
３
０
，０
０
０
円

・
大
学
及
び
大
学
院

…
月
額
３
０
，０
０
０
円

●
応
募
期
限　

４
月
１１
日
（
金
）

●
返
還
方
法 

奨
学
金
の
返
還
は
、

卒
業
後
か
ら
貸
与
月
額
の
半
額
ず

つ
を
貸
与
期
間
の
倍
の
期
間
で
返

還
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

八
郎
潟
町
教
育
委
員
会

　

学
校
教
育
担
当

☎
８
７
５

－

５
８
１
２

八
郎
潟
町
臨
時
職
員
募
集

老
人
憩
い
の
家
（
寿
山

荘
・
弁
天
荘
）
の
管
理
人

●
募
集
人
員　

１
名

●
応
募
資
格 

町
内
在
住
の
方
で
、

平
成
２６
年
４
月
１
日
現
在
で
満
５５

歳
未
満
の
方

●
勤
務
内
容　

施
設
の
管
理

●
勤
務
場
所　

寿
山
荘
・
弁
天
荘

●
任
用
期
間　

平
成
２６
年
４
月
１
日

〜
平
成
２７
年
３
月
３１
日

（
勤
務
状
況
に
応
じ
て
更
新
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
）

●
賃　
　

金　

時
給
８
０
０
円

●
勤

務

日　

月
〜
金
曜
日

（
３
日
に
２
日
の
交
代
勤
務
）

●
勤
務
時
間　

６
時
間

　

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時
３０
分

●
任
用
期
間 

平
成
２６
年
４
月
１
日

〜
平
成
２７
年
３
月
３１
日

　

（
勤
務
状
況
に
応
じ
て
更
新
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
）

●
賃　
　

金 

半
日
３
，０
０
０
円

 
 

１
日
６
，０
０
０
円

●
勤

務

日　

月
〜
金
曜
日

●
勤
務
時
間 

４
時
間
（
月
〜
木
）

 
 

７
時
間
４５
分
（
金
）

午
前
８
時
〜
正
午
（
月
〜
金
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時
４５
分（
金
）

●
休　
　

日　

土
日
、
祝
日
、
年
末

年
始
（
１２
月
２９
日
〜
１
月
３
日
）

●
そ
の
他
（
各
種
保
険
等
）

社
会
保
険
な
し
・
雇
用
保
険
あ
り
・

通
勤
手
当
な
し

●
応
募
方
法 

市
販
の
履
歴
書
（
写

真
添
付
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

役
場
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
履
歴
書
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
）

●
受
付
期
間 

３
月
３
日（
月
）〜
３

月
１７
日
（
月
）

　

（
郵
送
の
場
合
、
３
月
１７
日
必
着
）

●
採
用
方
法 

書
類
審
査
、面
接（
日

程
は
後
日
連
絡
）
の
う
え
決
定
し

ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

八
郎
潟
町
役
場
総
務
課

　

〒
０
１
８

－

１
６
９
２

　

八
郎
潟
町
字
大
道
８０
番
地

☎
８
７
５

－

５
８
０
１

　

昼
に
１
時
間
の
休
憩

●
休　
　

日 

土
日
、
祝
日
、
お
盆

（
８
月
１３
日
〜
１５
日
）、
年
末
年
始

（
１２
月
２９
日
〜
１
月
３
日
）

●
そ
の
他
（
各
種
保
険
等
）

社
会
保
険
な
し
・
雇
用
保
険
な
し
・

通
勤
手
当
な
し

●
応
募
方
法 

市
販
の
履
歴
書
（
写

真
添
付
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

役
場
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
履
歴
書
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
）

●
受
付
期
間 

３
月
３
日（
月
）〜
３

月
１７
日
（
月
）

　

（
郵
送
の
場
合
、
３
月
１７
日
必
着
）

●
採
用
方
法 

書
類
審
査
、面
接（
日

程
は
後
日
連
絡
）
の
う
え
決
定
し

ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
福
祉
課

　

〒
０
１
８

－

１
６
９
２

　

八
郎
潟
町
字
大
道
８０
番
地

　

☎
８
７
５

－

５
８
０
８

八
郎
潟
町
臨
時
職
員
募
集

役
場
庁
舎
内
外
清
掃
員

●
募
集
人
員 

１
名

●
応
募
資
格 

町
内
在
住
の
方
で
、

平
成
２６
年
４
月
１
日
現
在
で
満
６５

歳
未
満
の
方

●
勤
務
内
容 

役
場
庁
舎
内
外
清
掃

●
勤
務
場
所 

八
郎
潟
町
役
場

加
入
で
安
心

交
通
災
害
共
済
・
不
慮

の
災
害
共
済

　

こ
の
共
済
制
度
は
、
県
内
の
住
民

が
助
け
合
い
、
事
故
や
災
害
に
あ
っ

た
方
を
救
済
す
る
制
度
で
す
。

　

セ
ッ
ト
で
加
入
す
れ
ば
交
通
事
故

や
作
業
中
の
事
故
は
も
ち
ろ
ん
、
ス

ポ
ー
ツ
や
自
然
災
害
で
負
傷
し
た
場

合
も
共
済
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
加
入
は
随
時
受
付
し
て
い

ま
す
。

●
加
入
資
格
者　

八
郎
潟
町
在
住
の

方
で
、
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方

●
掛
金
（
１
人
年
額
）

・
交
通
災
害
共
済　
　
　

４
０
０
円

・
不
慮
の
災
害
共
済　
　

６
０
０
円

●
共
済
期
間 

平
成
２６
年
４
月
１
日

〜
平
成
２７
年
３
月
３１
日

（
４
月
１
日
以
降
に
加
入
し
た
方

は
、
そ
の
翌
日
か
ら
平
成
２７
年
３

月
３１
日
ま
で
）

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
課

　

☎
８
７
５

－

５
８
０
６



◆問い合わせ先　五城目警察署　☎８５２－４１００
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広報 平成２６年３月号

東日本大震災から３年…

災害への警戒意識を高めましょう
　平成23年３月11日に発生した東日本大震災から約３年が経過
しようとしています。震災を風化させることなく、日常生活にお
いても、災害に対する備えや対応について今一度確認しましょう。

　２８区町内会では、平成２５年度一般コミュニティ助成事業（助成主体・財

団法人自治総合センター）の助成金で、テント・発電機・冷蔵庫・盆踊り用

浴衣と帯・ポップコーン機・液晶テレビ・ワイヤレスアンプセット・吹き矢

セットなどを整備しました。町内会のコミュニティ強化事業に活用し、地域

住民の絆の強化につながっています。

　この事業は、宝くじの社会貢献広報事業として、宝くじの受託事業収入を

財源として実施しているコミュニティ助成事業で、地域のコミュニティ活動

の支援をはじめ、地域振興に寄与する各種事業に幅広く活用されています。
▲冷蔵庫、盆踊り用浴衣と帯、ポップコーン機、
液晶テレビ、ワイヤレスアンプセットなど

▲吹き矢セット

宝くじ助成金で整備しました！

▲テントと発電機

地震が発生したら…
①窓ガラスなどから離れ、テーブルの下などに身を伏せる
②火の元の安全確認、あわてず消火
③避難は徒歩、荷物は必要最小限
④テレビ・ラジオ・防災広報で正しい情報を入手する
⑤地域ぐるみで救助・救護
⑥自動車運転中なら、道路左端に駐車しエンジンを止める
　鍵はつけたまま！

突風・ゲリラ豪雨・洪水…
①テレビ・ラジオで気象情報を確認
②河川や用水路には近寄らず、早めに避難する
③洪水時の避難は徒歩で！水深が腰まであるな
ら無理をせず高所で救助を待つ
④雷に注意！車や建物の中に避難して雷雲が遠
ざかるまで待つ

日頃の備え

●安全な避難場所・避難ルートを確認しておきましょう
●災害用伝言板サービスの活用など、家族間の連絡手段
を確認しておきましょう
●家屋、家財道具等の転倒・落下防止等の措置を講じて
おきましょう
●避難経路の環境整理をしましょう
●懐中電灯、携帯ラジオ、水筒、救急医療用品、貴重品、
非常食品等の非常持出品を、すぐ持ち出せる場所に準
備しておきましょう
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平成２６年３月号 広報

保健センターだより 保 健 セ ン タ ー　☎８７５－２８００

地域包括支援センター　☎８７５－２８３５

３月の保健衛生・介護予防カレンダー
●保健衛生事業 ●介護予防教室 

●介護予防教室

日・曜日 事　業　名 対　象　者 場　　所 時　　間

５日㈬ ぴよぴよ教室
３歳までのお子
さんの保護者

保健センター

午前１０時～

６日㈭
妊婦相談
母子手帳発行

母子手帳の
必要な妊婦

午前８時４０分
～１１時３０分受付

１１日㈫ 食と健康の相談日 相談希望の方
午後１時３０分
～４時（要予約）

１７日㈪ 乳児健康診査
平成２５年４月生
平成２５年７月生
平成２５年１１月生

午後１時
～１時３０分受付

日・曜日 事　業　名 対　象　者 場　　所 時　　間

５日㈬
１９日㈬

高岡おたっしゃくらぶ

おおむね
６５歳以上の方

高岡コミュニ
ティセンター

午後１時
～３時

２０日㈭ 川崎おたっしゃくらぶ
川崎多目的
セ ン タ ー

午前９時４０分
～１１時３０分

７日㈮ 寿山荘おたっしゃくらぶ 寿 山 荘
午後１時

～３時

日・曜日 事　業　名 対　象　者 場　　所 時　　間

６日㈭

１３日㈭

２０日㈭

２７日㈭

筋筋くらぶ
おおむね

６５歳以上の方
保健センター

午後１時

～３時

１２日㈬

２６日㈬
ストレッチ教室

午後１時

～２時３０分

５日㈬

１２日㈬

１９日㈬

元気ぱわふる運動教室
おおむね

６５歳以上の男性
オリンピック

記 念 会 館

午前１０時

～１１時３０分

７日㈮

１４日㈮

いきいきシニア健康

エクササイズ（初級）
申込をされた方

午前１０時３０分

～１１時３０分

１１日㈫

２５日㈫

いきいきシニア健康

エクササイズ（中級）
保健センター

午後１時３０分

～３時

 “笑顔情報は晴れのち晴れ”

日時　３月２１日（金・祝）午後１時～３時４０分（開場０時３０分）
会場　農村環境改善センター

内容　　一部　午後１時～２時１５分

　　　　講演「～悲しみは愛しさと共に～ 自死遺族として伝えたいこと」

　　　　　　　　　　　　　 講師：全国自死遺族連絡会　世話人　田中　幸子 氏

　　　　二部　午後２時３０分～３時４０分

　　　　涙と笑いのミュージカル

　　　　「わらび座生き生きシアター」 “笑顔予報は晴れのち晴れ”

〈一部〉　主催：八郎潟町　　協力：メンタルハート八郎潟　　　〈二部〉　主催：秋田県　　共催：八郎潟町

◆今年は講演会に加え、わらび座の公演もあります

 入場無料で
す

※全国自死遺族連絡会は
平成２０年１月に発足
した、わが国で唯一の
自死遺族による自死遺
族のための全国ネット
ワーク（任意団体）です。

献血へのご協力
ありがとう
ございました♥
　２月２４日に献血車が来町し、

３４名の方々からご協力いただき

ました。ありがとうございました。

  食生活研修会
○日　時　３月１３日（木）　午前１０時～正午
○会　場　保健センター
○内　容　講話と調理実習

　　　　　「乳（NEW）和食で減塩生活！
＆簡単食事バランスチェック」

○参加費　無料　　　○持参品　エプロン

どなたでも参加できます

参加希望者は３月１０日（月）まで保健センターへお申込みください。

家族の
絆とは？

～自殺のない地域を目指して～

「こころの健康づくり集会」開催します
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広報 平成２６年３月号

●日時　３月７日（金）　午後７時２０分～８時２０分
●会場　保健センター　　●対象　保健委員、一般町民

●内容　講話『今日から始める ～か・い・て・き・
おとなの歯の健康づくり』

●講師　児玉医院歯科院長　児 玉 　亮 氏

◆申し込み・問い合わせ先　八郎潟保育園　☎８７５－５１７２

「はっぴぃ」から「はっぴぃ」から「はっぴぃ」から❻月のお知らせ❻月のお知らせ❸月のお知らせ地域子育て支援センター

３日㈪、７日㈮、１０日㈪、１４日㈮、１７日㈪
… 保健センター、午前９時～午後１時

２０日㈭ ……… ロマンの里、午前９時～午後１時

・ ５日㈬…指先を使って遊ぼう
・１２日㈬…「わらべ歌ベビーマッサージ」
・１９日㈬…ショートタイム保育の日
（午前９時～正午、八郎潟保育園「はっぴぃ」）

・平日　午前９時～１１時

・随時 

○ひな祭り会　３日㈪

○陶芸体験「世界で一つだけのプレート作り」
　７日㈮　午前１０時～１１時
陶芸講師：伊藤久美子 氏
手や足の型をとったり、自由に飾り付けをして思い
出の作品を作りましょう（材料費６００円・予約が必
要です）

○「どうぞ。ありがとう」の会　１７日㈪
　家庭で不用になったものを持ち寄りましょう

○お別れ会、会食、お誕生日会、身長体重測定
　２０日㈭

○毎回「手づくりコーナー」を用意しています
　（布ボール作り）

３月のげんきっこ広場３

３月のはっぴぃ開放日３

保育園の園庭開放保

育児相談育

今月の特別企画今

弁護士に相談しませんか？
～ご自身のことやご家族などのことで

心配な方、相談においでください～
　借金のこと、夫婦・親子間の法律トラブル、相続問

題、雇用をめぐるトラブル、その他法律に関する相談

日時：３月１３日（木）　午後２時～４時
会場：保健センター　応接室

内容：弁護士による法律相談（無料）

主催：八郎潟町福祉課（保健センター）

相談を希望の方は、保健センターへ

お申し込みください。

気持ちを話してみませんか？
～ご自身やご家族の心の健康が

心配な方、相談においでください～
心の専門家、臨床心理士がご相談に応じます。

…たとえばこんなこと…
眠れない、気持ちが落ち込む、不安な気持ちがと

れない、大切な人をなくして気持ちが晴れない、

イライラする、死にたい気持ちになる、アルコー

ルなどの依存症が心配、その他心に関する相談

日時：３月１３日（木）　午後２時～４時
会場：保健センター　保健指導室

内容：臨床心理士による心の健康相談（無料）

主催：八郎潟町福祉課（保健センター）

相談を希望の方は、保健センターへ

お申し込みください。

輝輝輝輝輝輝輝輝輝くくくくくくく女女女女女女女女女性性性性性性性性性ののののののの健健健健健健健健健康康康康康康康康康講講講講講講講講講座座座座座座座座座

＊なぜ、自殺しようと思ったのか？
秋田で自殺した方にはどんな社会的な背景
があったのか？
～新聞記者時代の取材から見えたこと、

そして今、秋田で暮らして思うこと～

＊講師は元朝日新聞記者。秋田支局時代に「自殺
の周辺」のタイトルで長期連載を行い、記者と
して真剣に自殺問題に向き合った経験から今後
の自殺予防の方向性をお話しいただきます。
※関心のある方ならどなたでもおいでください。
男性も参加できます。

日　時　３月８日（土）　午前１０時～１１時３０分
会　場　農村環境改善センター

対　象　八郎潟町婦人会員、一般町民

内　容　講演／演題

　　　　「自殺の周辺～秋田で出会った人たち」
　　　　講師　秋田大学国際課長

（元朝日新聞記者）　高橋　康弘 氏

“いくつになっても
お口の中の健康づくり”

どなたでも

参加できます

　健康づくり研修会



国民年金後納制度とは？

国民年金後納制度で将来の年金額を増やせます

　後納制度は、過去１０年間に納め忘れた保険料を納

付することにより、将来の年金額を増やすことができ

るものです。また、年金を受給できなかった方は後納

制度を利用することで年金が受けられる場合がありま

す。過去１０年以内に納め忘れがある方は、ぜひ後納

制度をご利用ください。なお、後納制度が利用できる

のは平成２７年９月３０日までです。お申し込みはお早

めに。

後納保険料の納付書の「使用期限」にご注意ください

　すでに後納制度を申し込まれた方で、納付がお済み

でない方は、平成２６年３月３１日までに納付をお願い

します。平成２６年４月以降に納付を希望される場合

は、新たな加算額による納付書を発行しますので、下

記またはお近くの年金事務所にご連絡ください。

後納制度のお申し込み・納付書の再発行のお問い合わせは

本を借りるときは図書利用カードが必要です。カードを作る際には教育委員会職員に声をかけてください。

◎場　　所 ……………………………………………………

　八郎潟町町立図書館（役場３階）

◎開館時間 ……………………………………………………

　午前８時３０分～午後４時３０分（土・日・祝日も開館）
◆図書館からのお知らせ

◆問い合わせ先　八郎潟町教育委員会　☎８７５－５８１２

八郎潟町

国民年金保険料専用ダイヤル（ナビダイヤル）

０５７０－０１１－０５０
＜受付時間＞

月　曜　日　午前８時３０分～午後７時
火～金曜日　午前８時３０分～午後５時１５分
第２土曜日　午前９時３０分～午後４時

※お問い合わせの際は基礎年金番号がわかるものをご
用意ください。

八郎潟町
がんばれふるさと基金

～ふるさと納税制度～

（※）事業の内訳

　①豊かな自然環境を守り、活用する

事業

　②次代を担う子どもたちの教育環境

の充実に関する事業

　③伝統と文化の保存、継承に関する

事業

　④福祉の向上と健康づくりに関する

事業

　⑤スポーツの振興に

　　関する事業

　⑥特に指定なし

【２６年２月の申込状況】

秋田市　匿名希望　１０，０００円　⑥

教育委員会からのお知らせ

☆日　　時　平成26年３月19日（水）
　　　　　　午後１時30分

☆場　　所　八郎潟町役場　３階会議室

☆主な案件　①各委員等の任命・委嘱について

　　　　　　②規則・要綱の一部改正及び制定について

　　　　　　③平成26年度要保護・準要保護児童生徒の認定について

　　　　　　④３月定例議会の質問と答弁について

　　　　　　⑤教育委員会の年間活動計画について

　　　　　　⑥その他

※日時･場所及び議案等は変更になる場合があります。直前にお問い合わせく
だされば、お知らせします。

３ 月の教育委員会

８日
八郎潟町スポーツ
賞授与式・スポー
ツ講演会

27日
第２回定例会

２月の
教育委員のうごき

八郎八郎八郎潟町潟町教育教育委員委員委員会会　会 TETELL 87875ー5 58581212

傍聴を希望する方へ

・受付場所　教育委員会事務室（役場３階）
・受付時間　会議開始の10分前から受付
・傍聴手続 所定の用紙に住所･氏名･職業等を記入し、会議開始まで

会議室前でお待ちください。
※会議は原則として公開していますが、案件によっては非公開となる場合があります。

指定
事業
（※）
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２月分
段ボール 新　　聞 雑　　誌 積 立 金

４，９６０㎏ １４，７１０㎏ ７，３１０㎏ １６２，２９９円

累　計 ４，９６０㎏ １４，７１０㎏ ７，３１０㎏ １６２，２９９円

■資源ゴミ還元事業 平成２６年分

１月■町長交際費の支出状況

分　類 件　数 金額（円） 内　　　　　訳

会　費 ５ ３６，０００
商工会新春賀詞交歓会、秋田県・市町村協働
政策会議他

その他 ６ ４２，１７０ 八郎潟町消防団出初式、グランドゴルフ協会総会他

計 １１ ７８，１７０

　町長等が外部との交際に要した経費の概要をお知らせします。

検　査　項　目 検査結果 基　　準　　値

1 一般細菌 ０CFU/ml 集落数が１００CFU/ml以下

2 大腸菌 陰性 検出されないこと

3 塩化物イオン ２１．７㎎ /ｌ ２００㎎ /ｌ以下

4 有機物（全有機炭素（TOC）の量） ０．４㎎ /ｌ ３㎎ /ｌ以下

5 pH値 ７．０ ５．８以上８．６以下

6 味 異常なし 異常でないこと

7 臭気 異常なし 異常でないこと

8 色度 ０．５度未満 ５度以下

9 濁度 ０．１度未満 ２度以下

10 残留塩素 ０．２㎎ /ｌ

　平成２６年１月２０日採取分　浄水採取場所；八郎潟町浄水場の蛇口
■水質検査結果（浄水） 

■八郎潟町国民健康保険者医療費状況
区　　分 一 般 分 退 職 分 合　　計

１１月分医療費 ４３，００９，２７０ ４，９０７，２２８ ４７，９１６，４９８

１２月分医療費 ４４，５２７，３００ ６，０７８，１５８ ５０，６０５，４５８

比 較 増 減 １，５１８，０３０ １，１７０，９３０ ２，６８８，９６０

（単位：円）

区　　分 一 般 分 退 職 分 全体（平均）

八 郎 潟 町 ３０，５８２ ３２，５０４ ３０，８０１

医 療 圏 内
（秋田・男鹿・潟上・南秋） ３１，７７９ ２９，２３８ ３１，６２７

秋　田　県 ３０，３３０ ３０，２５４ ３０，３２５

（単位：円）● 一人当たりの医療費（平成２５年１２月分）

※ジェネリック医薬品の利用促進にご協力をお願いします。
　同じ成分・同じ効き目で安く、医療費にも家計にもやさしいお薬です。
　もちろん安全性は保障されています。

（６円/㎏） （６円/㎏） （５円/㎏）

☆ガンバレ八ちゃんの感想を
　お寄せください。

　役場総務課  ☎８７５－５８０１
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役場直通電話番号・メールアドレス
  役場代表　☎０１８－８７５－５８００

◆出　納　室
☎８７５－５８０４

　kaikei@town.hachirogata.lg.jp

◆総　務　課
☎８７５－５８０１

　soumu@town.hachirogata.lg.jp

◆税　務　課
☎８７５－５８０７

　zeimu@town.hachirogata.lg.jp

◆町　民　課
☎８７５－５８０５

５８０６
　tyoumin@town.hachirogata.lg.jp

◆福　祉　課
☎８７５－５８０８

５８１３
　fukushi@town.hachirogata.lg.jp

◆産　業　課
☎８７５－５８０３

　sangyou@town.hachirogata.lg.jp

◆建設課・水道課
☎８７５－５８０９

５８１１
　建設担当
　kensetsu@town.hachirogata.lg.jp
　上下水道担当
　jyougesui@town.hachirogata.lg.jp

◆教　育　課
☎８７５－５８１２

　kyouiku@town.hachirogata.lg.jp

◆幼　稚　園
☎８７５－２７３４

　youchien@town.hachirogata.lg.jp

◆議会事務局
☎８７５－５８１０

　gikai@town.hachirogata.lg.jp

◆保健センター
☎８７５－２８００

　hokensenta@town.hachirogata.lg.jp

◆地域包括支援センター（保健センター内）
☎８７５－２８３５

　houkatu@town.hachirogata.lg.jp

◆オリンピック記念会館
☎８７５－５５００

　shatai@town.hachirogata.lg.jp

◆農村環境改善センター（公民館）
☎８７５－５７７７

　kouminkan@town.hachirogata.lg.jp

国家公務員採用試験のお
知らせ

◆問い合わせ先
　役場町民課　☎８７５－５８０６

「防災ネット八郎潟」に
アドレス登録を！

　町内における火災や自然災害
など、安全・安心に関係する情
報が配信されます。
　詳しくは、ホー
ムページをご覧く
ださい。

アドレス

bousai-net@town.hachirogata.lg.jp

自動車の登録手続き　
　　　　　　お早めに！

　年度末は運輸支局の自動車検査・
登録窓口が大変混み合います。
　自動車の諸手続きをご予定の方
は、年度末前の比較的混雑の少ない
３月上旬ころまでに手続きされます
ようお願いします。

◆問い合わせ先
　秋田運輸支局
　☎０５０－５５４０－２０１２

　申し込みはインターネットにより
行ってください。
●総合職試験（院卒者試験・大卒程度試験）
　申込受付期間：４月１日（火）９時

～４月８日（火）〔受信有効〕
　第１次試験：４月２７日（日）
●一般職試験（大卒程度試験）
　申込受付期間：４月９日（水）９時

～４月２１日（月）〔受信有効〕
　第１次試験：６月１５日（日）
　なお、申込方法や受験資格等の詳
しい内容については、人事院ホーム
ページ又は下記にお問い合わせくだ
さい。

◆問い合わせ先
　人事院東北事務局　第二課　試験係
　☎０２２－２２１－２０２２

　毎年開催している好評セミナーで
す。新入社員として「正しい価値観・
心がまえ」を身につけましょう。
●日　　時　４月４日（金）
　　　　　　午前１０時～午後４時
●場　　所
　秋田県青少年交流センター「ユースパル」
●内　　容
　新入社員のための心がまえ研修会
　講師：経営コンサルタント　古川　英夫 氏
●対　　象　新入社員及びそれに準ずる方
●参 加 費
　会員２，０００円、非会員３，０００円
　昼食・テキスト代込
●申込期限　３月３１日（月）

◆問い合わせ先
　（公社）秋田北法人会事務局　斉藤
　☎８４５－８０７８

新入社員セミナー

未内定就活生への集中支援２０１４

　秋田新卒応援ハローワーク、県内
各ハローワークでは、３月末までの
期間中、今春卒の学生・生徒及びそ
の保護者の方を対象とし、未内定者
への就活支援を行います。期間中、
各ハローワークに「学卒集中支援
コーナー」を設置いたしますので、
ぜひご利用ください。
●支援内容
　求人情報の提供、応募書類の添削指
導、面接指導、個別求人開拓　など

◆問い合わせ先
　秋田新卒応援ハローワーク
　☎８８９－８４４８

●日　時　３月９日（日）午後１時３０分～

●場　所　農村環境改善センター

　　　　　多目的ホール

●講　師　県立スポーツ科学センター

スポーツ医科学班所属　メ

ンタルトレーニングアドバ

イザー　野村　朋世 氏

●参加費　無料

●持ち物　筆記用具

●対　象　小・中・高校生、一般選手、

指導者及び保護者の方

●主　催　ソフトボールクラブチーム

ＡＫＩＴＡ Ｆ.ＳＰＩＲＩＴＳ

●後　援　八郎潟町教育委員会

Ｆ.ＳＰＩＲＩＴＳメンバー募集中！くわ

しくはｆａｃｅｂｏｏｋをご覧ください！

◆問い合わせ先
　南秋田・潟上地区中学生女子ソフ
トボールクラブチーム
　☎０７０－５６２６－６１９２（渡部）

メンタルトレーニング開催
完全燃焼～１００％の持てる
力を出し切るためには！！

　平成２６年３月新規学校卒業者で
今春入社予定者を対象とした、合同
入社式への参加企業を募集していま
す。
●日　時　３月２６日（水）
　　　　　午前９時３０分～１１時５０分
●場　所　秋田テルサ
●参加費　１名に付き２，５００円
●締　切　３月７日（金）

◆問い合わせ先
　秋田雇用開発協会
　☎８９５－５０７７

新入社員合同入社式
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意

第７３回
まめだが～民謡の集い

　秋田民謡、みんなで唄うもよし聞
くもよし（無料）
●日　時 ３月１０日（月）
 午後２時～
●場　所 防災センター
●参加費　無料

◆問い合わせ先
　まめだが～民謡クラブ（岩村）
　☎８７５－３３３５

秋田県司法書士会
司法書士による無料相談会

　秋田県司法書士会では、毎月第３
木曜日に、相続・贈与・借金・多重
債務などについての無料相談会を
行っております。
●日時 ３月２０日（木）
 午後１時～４時
●場所 潟上市役所飯田川庁舎１階

◆申し込み・問い合わせ先
　八郎潟町社会福祉協議会
　☎８７５－３８７１

秋田朝日放送（ＡＡＢ）
☆１７日（月）　午前１０時３０分頃

秋田ふるさと手作りＣＭ大賞２０１３
八郎潟町ＣＭ　３月の放送日

地域の医療と福祉を考える集い

●日時　３月２７日（木）
　　　　午後６時１５分～８時ころ
●場所　農村環境改善センター
●内容　講演「大災害に備える医療」
　　　　講師　秋田県立脳血管研究

センター長　鈴木明文 先生
●主催　男鹿潟上南秋医師会
入場無料・どなたでも参加できます。

◆問い合わせ先
　児玉内科医院
　☎８５４－４１００

八郎潟エコ活動グループ
みんなでｅｃｏを

あなたも「グリーンコンシューマー」に

　「グリーンコンシューマー」と
は環境に配慮した行動をとる人
のことをいい、さらに生産者顔
負けの知識や技術をもつ消費者
を「プロシューマー」といいます。
☆節電、節約、節水、リサイク
ルなど、どんな小さなことでも
環境に心がけて実行するあなた
は立派な「グリーンコンシュー
マー」です。

湖東地区消防本部
「定期救命講習」

●内容　ＡＥＤを用いた心肺蘇生法
●日時　３月１６日（日）
　　　　午前９時～正午

（毎月第３日曜日）
●場所　湖東地区消防本部
※講習は無料。
　３月１４日（金）までお申し込みください。

◆申し込み・問い合わせ先
　湖東地区消防本部
　☎８７４－２４２０

◎健やかに

 １２・２８ 工藤　一翔（いちと） 男
（信寛・陽子）１７区

  １・８ 鈴木　閣馬（かくま） 男
（康平・優佳）１８区

  １・１４ 京野愛優花（あゆか） 女
（和也・真智子）岩手県

  １・２０ 松橋　乃愛（のあ） 　女
　（拓岬・かおり）１９区

◎ご結婚おめでとう

  １・１８ 畠山　友伴 大潟村
 近藤　稚佳 ２９区

◎ご冥福をお祈りします

 １２・３１ 越髙　欣一（８８歳） ７区
 １２・３１ 千葉喜美子（８０歳） ２０区
  １・９ 工藤三之助（８８歳） １７区
  １・１０ 土橋　　充（４９歳） ３１区
  １・１９ 伊藤　順子（６１歳） 浦大町
  １・２７ 伊藤銀之助（８８歳） ６区
  １・２７ 久米　ミヱ（９９歳） 浦大町
  １・２８ 齋藤スギノ（９７歳） 浦大町

※『戸籍だより』への掲載を希望
されない方は、届け出の際に
お申し出ください。

町のミニ統計（１月末現在）
◇人　口
　当　月　　先月比　　昨年比

男２，９９１人（－００５人）（－０４９人）

女３，４４２人（－００２人）（－０４１人）

計６，４３３人（－００７人）（－０９０人）

◇世帯数
　２，４８９戸（－００２戸）（－００６戸）

◇出　生　０３人

◇死　亡　１０人

◇転　入　０８人

◇転　出　０８人

（　　　　　）
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○太

飲酒運転等追放競争結果 １位
（全県２５市町村・平成２６年１月末現在）

平成２６年
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郎
潟
町
字
大
道
80
番
地　
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八
郎
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佐藤眞佐子さん
北嶋　幸子さん
加藤　慶一さん
小熊　康平さん
工藤　凛大さん
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◆◆◆ニャンパチグッズが当たる！クイズ◆◆◆

Ｑ　八郎潟駅前にできるのは？
　　①スケート場　②情報交流拠点施設　③ニャンパチの家　④八郎潟高校
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メールで下記のあて先まで送ってください。抽選で５名様にニャンパチハンカチタオルが
当たるニャン！当選者は４月号で発表します。（ハンカチタオルは先月号と同じものです）

あ　て　先：〒０１８－１６９２　八郎潟町字大道８０番地　ニャンパチクイズ係
ファックス：８７５－３０９６　メール：nyanpachi@town.hachirogata.lg.jp （金）
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③
脚
光
を
浴
び
る
願
人
踊

●
願
人
踊
が
世
間
か
ら
注
目
を
浴
び
る

こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
４４
年
１２
月

４
日
男
鹿
市
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ふ
る
さ
と
の
歌
ま
つ
り
」
の
テ
レ
ビ
出

演
で
あ
っ
た
と
思
う
。
郷
土
芸
能
は
、

男
鹿
の
な
ま
は
げ
と
本
町
の
願
人
踊
が

出
演
し
た
。
こ
の
番
組
は
、
当
時
は
人

気
番
組
で
、
宮
田
輝
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が

司
会
を
務
め
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ア
ワ
ー
に

全
国
に
生
中
継
さ
れ
た
。
こ
の
テ
レ
ビ

番
組
出
演
で
願
人
踊
が
絶
賛
を
称
す
る

こ
と
に
な
り
、
全
国
各
地
か
ら
、
数
多

く
の
願
人
踊
の
出
演
依
頼
が
あ
っ
た
。

主
な
出
演
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

４６
・
１
・
２３ 
北
海
道
大
沼
国
定
公
園

 

「
雪
と
氷
の
祭
典
」

４６
・
８ 

秋
田
「
竿
灯
祭
」

４６
・
１１ 

県
正
庁
「
文
化
功
労
者

表
彰
式
」

４６
・
１２
・
４ 

国
立
劇
場
第
１３
回
民
俗

芸
能
公
演

４７
・
８
・
７ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
新
春
芸
能
特

選
」

４８
・
２
・
１２ 

Ｎ
Ｅ
Ｔ
「
は
ー
い　

前

略
」

４８
・
９
・
１ 

北
海
道
東
北
民
俗
芸
能

大
会　

仙
台
市

４８
・
９
・
７ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
宮
田
輝　

日

本
縦
断
」

５０
・
９
・
１４ 

千
葉
市
「
東
北
の
観
光

と
物
産
展
」

５１
・
１
・
８ 

大
阪
市
「
同
右
」

５２
・
１０
・
２３ 

第
１
回
秋
田
県
民
俗
芸

能
大
会

５３
・
８
・
９ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
昼
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
」

５３
・
１１
・
２３ 

第
１３
回
全
国
農
業
祭

●
昭
和
４６
年
の
国
立
劇
場
「
万
作
芝
居

と
茶
番
狂
言
」
の
出
演
は
、
多
く
の
民

俗
学
者
及
び
関
係
者
を
驚
か
す
こ
と
に

な
っ
た
。
民
俗
学
者
の
西
角
井
氏
は
、

先
月
号
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、
八
郎

潟
に
古
い
型
の
定
九
郎
が
残
っ
て
い
た

こ
と
に
驚
い
て
い
た
し
、
新
聞
や
芸
能

紙
に
も
好
意
的
に
掲
載
さ
れ
た
。
記
事

の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

（
抜
粋
文
）

▽
日
本
経
済
新
聞　

〜
い
ち
ば
ん
遠
方

の
秋
田
県
の
「
願
人
踊
」
で
は
踊
り
の

最
中
に
「
五
段
目
」
茶
番
が
飛
び
入
り

に
は
い
る
の
が
傑
作
だ
っ
た
。

▽
芸
界
新
聞　

〜
な
か
で
は
、
秋
田
の

願
人
踊
が
、
踊
の
力
強
い
素
朴
さ
と
、

間
に
は
さ
ま
れ
た
寸
劇
風
の
「
忠
臣
蔵

五
段
目
」
の
捨
て
が
た
い
味
わ
い
の
面

白
さ
と
で
、
も
っ
と
も
興
味
深
く
見
ら

れ
た
。

▽
演
劇
界　

〜
秋
田
の
願
人
踊
の
奔
放

さ
が
楽
し
く
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
あ
っ
た
。

▽
新
劇　

〜
一
日
市
郷
土
芸
術
研
究
会

の
願
人
踊
は
面
妖
で
華
美
で
生
臭
か
っ

た
。
悪
い
強
い
酒
に
も
似
た
趣
が
あ
っ

た
。
私
は
こ
こ
何
年
、
こ
れ
ほ
ど
に
ひ

と
を
酔
わ
せ
る
舞
台
を
見
た
こ
と
が
な

い
。
私
は
小
屋
じ
ゅ
う
の
人
が
舞
台
へ

惹
き
つ
け
ら
れ
て
い
く
の
を
感
じ
た
。

　

こ
の
国
立
劇
場
公
演
で
司
会
を
務
め

た
小
沢
昭
一
さ
ん
が
リ
ハ
ー
サ
ル
で

荒
々
し
い
定
九
郎
の
登
場
に
、
こ
と
の

ほ
か
び
っ
く
り
さ
れ
た
と
、前
小
柳（
郷

芸
）
会
長
が
よ
く
話
し
て
い
た
。

●
昭
和
５３
年
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
昼
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
」
は
、
坂
本
九
さ
ん

榊
原
郁
恵
さ
ん
を
ゲ
ス

ト
に
迎
え
て
、
秋
田
県

民
会
館
で
開
催
さ
れ

た
。
願
人
踊
の
出
演
時

間
は
、
定
九
郎
の
寸
劇

を
含
め
て
３
分
間
で

あ
っ
た
。
寸
劇
だ
け
で

も
２
分
４０
秒
を
要
す
る

た
め
、
当
日
は
寸
劇
を
短
縮
し
て
披
露

し
た
。
そ
の
後
、こ
の
３
分
の
寸
劇
は
、

色
々
な
場
面
で
「
３
分
」
と
称
し
て
活

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ

の
時
は
、
坂
本
九
さ
ん
が
定
九
郎
、
郁

恵
さ
ん
が
与
市
兵
衛
と
な
り
、
寸
劇
を

演
じ
て
く
れ
た
。
九
さ
ん
の
定
九
郎
が

板
に
付
い
て
い
た
こ
と
が
今
も
思
い
出

さ
れ
る
。

●
１
回
の
全
国
生
中
継
の
テ
レ
ビ
出
演

が
、
多
く
の
関
係
者
の
目
に
止
ま
り
、

北
は
北
海
道
、
南
は
大
阪
で
、
公
演
で

き
た
こ
と
は
、
大
変
う
れ
し
い
こ
と
で

あ
る
。
今
後
も
決
し
て
お
ご
る
こ
と
な

く
、
数
多
く
の
公
演
依
頼
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
「
ふ
る
さ
と
の
歌
ま
つ
り
」

出
演
を
忘
れ
な
い
で
、
願
人
踊
の
素
朴

さ
奔
放
さ
を
大
切
に
、
公
演
し
て
い
き

た
い
。

文
・
畠
山
美
喜
雄
（
一
日
市
）

郷土の誇り・願人踊③

No.311

◀
４４
・
１２
・
４ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
る
さ
と
の
歌
ま
つ
り　

再
放
送
テ
レ
ビ
画
面

▲４６．１２．４ 国立劇場公演


